
　厚生労働省は、「平成２４年度までに、後発医薬品の数量シェアを３０％（平成２１年

９月現在約２０％）以上にする」ことを提唱しています

１．サービスの概要

（１）「薬剤費」の定性分析
・医科（院内薬局分）・調剤（調剤薬局分）の電子レセプトを対象

・医薬品の構造分析

　　　→後発医薬品へのシフトによる組合負担額削減のシュミレーション

（２）ジェネリック利用促進通知の作成・送付（軽減額試算）
・保険者さまのご方針に基づいて通知対象者の選定

自己負担削減額→500円以上を対象とする等

特定疾病→精神疾患、癌を除く等

年齢→40歳以上のみを対象とする等

・印刷・封入・封緘・投函等一切の業務のご用命を承ります

（３）継続的に削減効果を集計し、お知らせします
・算定は厳密かつ合理性のある方法で集計します

利用促進通知効果表（通知年月別・通知対象者別）

２．サービスの特徴

（１）保険者さまのご要望（ご予算）に合わせて、効率的な方法をご提案申し上げます
（２）削減効果は、継続的に調査・分析いたします
（３）組合員さまからのご質問にお答えできるよう、コールセンターを設置しております
（４）基本料金（対象レセプト×単価＋実費）を申し受けます
　　　※初期システム設計費、（根拠不明な）成功報酬は頂戴いたしません

３．削減効果実例
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医療費の抑制には、ジェネリック医薬品の
利用促進サービスが効果的です

→「レセプト点検のオークス」が個人情報を徹底管理のうえ、業務をお引き受けいたします

5,406件

2,622件

初年度削減効果額初年度削減効果額初年度削減効果額初年度削減効果額 12,476,534円12,476,534円12,476,534円12,476,534円 3,760,827円3,760,827円3,760,827円3,760,827円 2,216,923円2,216,923円2,216,923円2,216,923円

Ｂ健康保険組合

　　〒９９９－９９９９
　　東京都☆☆区★★222-333 この通知書は、○○○健康保険組合より送付しております。

　　○○ハイツ201 本通知書をご希望されない方は下記までご連絡下さい。

お問合せ先

　　○○　○○○　様 ○○○健康保険組合　　△△課

〒999-9999　　東京都☆☆区★★222-333
電話**-****-****　　FAX**-****-***1

様
平成２1年　　月処方分
ジェネリック医薬品に変えると・・・

（個人負担分の内訳） １／　１頁

ジェネリック医薬品への変更は、ご本人の意思を第一に尊重するものであり、この通知書により強制されるものではありません。ジェネリック医薬品への変更は、ご本人の意思を第一に尊重するものであり、この通知書により強制されるものではありません。ジェネリック医薬品への変更は、ご本人の意思を第一に尊重するものであり、この通知書により強制されるものではありません。ジェネリック医薬品への変更は、ご本人の意思を第一に尊重するものであり、この通知書により強制されるものではありません。

ご負担金額 ご負担金額
（３割負担） （３割負担）

※Ａ ※Ｂ Ａ－Ｂ

200.0 72 4,320 100.0 72 2,160 2,160
100.0 56 1,680 50.0 56 840 840

6,000 3,000 3,000

150.0 56 2,520 50.0 56 840 1,680

合　   計 4,680
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○○○調剤薬局

先発医薬品
単価 数量

○○○○○

4,680

数量

名称 名称

平成21年5月作成

ジェネリック（後発）医薬品ご利用のおすすめジェネリック（後発）医薬品ご利用のおすすめジェネリック（後発）医薬品ご利用のおすすめジェネリック（後発）医薬品ご利用のおすすめ
（ジェネリック医薬品とは、先発医薬品と効き目が同じで、

患者さんの薬剤費負担を軽減するお薬のことです）

円
お安くなります

ジェネリック医薬品
製薬会社名 単価

差額

００００－００００

先発薬剤費　　　　　　　後発薬剤費　　　　　　　　削減効果

　28,400　円　　　－　　　12,800　円　 　　＝　　　15,600　円

総薬剤費

ジェネリック医薬品への変更は主治医と十分にご相談ください

１．このお知らせは、貴方さまが薬局で支払った金額（自己負担分）が、ジェネリック医薬品に変更することによっ
て、どのくらい安くなるかをご案内しております。　（ただし、お薬の金額のみ記載しておりますので、実際のお支払

い金額と異なる場合があります。実際のお支払い金額には、技術料、指導料、検査費用等が含まれております。）
２．記載しておりますジェネリック医薬品は複数あるうちの一番安価なお薬ですので、病院、薬局によっては取り扱

いしていない場合もあります。

３．先発医薬品とジェネリック医薬品は基本的には同一の成分ですが、医師、薬剤師の判断により変更が出来ない
場合もあります。

※後発医薬品の数量シェアは、全国平均で

　　”18.7％””18.7％””18.7％””18.7％”　となっています。（平成19年9月厚生労働省調査による）

図表－６ 薬剤数量ベース

先発薬数量合計

100%

1,094,502単位

薬剤数量合計

100%

1,319,214単位

後発医薬品

17.0%

224,712単位

先発医薬品

83.0%

1,094,502単位

変更可能かつ効果あり

45.4%

496,448単位

効果なし

9.3%

101,689単位

変更不可

45.3%

496,365単位

　　（※）ＤＰＣ（包括評価）については、原則定額なので、除外しました。

図表－１
電子レセプトの比率
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